
平成２９年７月２１日 

西日本弁理士クラブ若手会会員各位 

（若手会会員が複数在籍されています事務所では、 

コピーを各会員に配布くださいますようお願いいたします） 

西日本弁理士クラブ若手会 
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担当運営委員 西谷 香代子 

岩河 実紗 

 

西日本弁理士クラブ若手会主催 

研修 「芸能界を支える権利ビジネス」 

 

拝啓 薄暑の候、皆様には益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は若手会のために

ご協力賜り、厚く御礼申し上げます。 

この度、西日本弁理士クラブ若手会では、下記のとおり「芸能界を支える権利ビジネス」を

テーマとして、著作権をはじめとした知的財産権の活用についての研修を開催します。JASRAC

の動きで最近マスコミでも注目を集めている著作権、これについて改めて考える良い機会にな

ると存じますので、ぜひ積極的にお申込み下さいますようお願いいたします。 

当研修は、西日本弁理士クラブの会員のみならず、西日本弁理士クラブに興味を持っている

若手弁理士の方、更には弁理士試験合格者で未登録の方にもご参加頂きたいと考えております。

お近くに興味をお持ちの方がいらっしゃいましたら、ぜひお誘いあわせの上、ご参加下さい。

研修の後には懇親会も予定しておりますので、併せてご参加頂ければ幸いです。皆様のご参加

をお待ちしております。 

敬具  

記 

日時      ：平成２９年７月２８日（金） 

 １８：３０～２０：３０（１８：００受付開始） 

場所      ：日本弁理士会近畿支部（明治安田生命大阪梅田ビル２５階） 

         （http://www.kjpaa.jp/access） 

定員      ： ８０名 ※先着順で定員になり次第締め切らせて頂きます。 

受講料    ：西弁会員：無料／非会員：１０００円（当日入会の場合は無料） 

懇親会会費：４０００円 

（懇親会は研修終了後２時間程度、場所は研修会場近辺を予定） 

 

受講希望の方は、下記入力フォームから７月２１日（金）までにお申し込み下さい。 

https://business.form-mailer.jp/fms/6003503870839 

お申込みは、下記参加申込先へのＦＡＸ又はメールでも受け付けています。 

ＦＡＸ（０６－６６３２－００２１） 

Ｅ－Ｍａｉｌ（akatsuka@kamada-pat.com: 赤塚 雅則） 



「芸能界を支える権利ビジネス」研修内容 

 

※取得単位：２単位（予定）この研修は、日本弁理士会の継続研修として申請中です。この研修

を受講し、所定の申請をすると、外部機関研修として２単位が認められる予定です。 

【注意事項】 

１５分以上の遅刻をした場合には、受講したものと認められません。公共交通機関等の遅延、

自己の行為に起因しない理由であっても、受講したものと認められませんので、時間に余裕を

もって会場にお越しください。また、中座、早退の場合については、時間にかかわらず、受講

したものと認められません。 

---------------------------＜キリトリ不要＞--------------------------- 

［申込欄］鎌田特許事務所 赤塚 雅則 宛 

（ＦＡＸ：０６－６６３２－００２１） 

研修『芸能界を支える権利ビジネス』を受講します。 

ご氏名  ：              （登録番号：      ） 

ご勤務先   ：                            

ご連絡先 ：                （携帯・自宅・勤務先） 

Ｅ－ｍａｉｌ ：                            

会 員  ：クラブ会員［   ］／非会員弁理士 →当日入会［する・しない］ 

懇親会    ：参加する ［   ］／参加しない［   ］ 

質問事項   ： 

（実務上の悩み、 

質問などお気軽に 

ご記入下さい） 

 

（ご記入いただいた個人情報は当研修の参加者管理目的にのみ使用し、他の目的には使用しません。） 

講師紹介  弁理士 城田 晴栄（弁理士登録 2015 年） 

 今回の研修の講師の城田 晴栄（しろた はるえ）先生は、株式会社ループホールの代表取締役として、現

在、約 40 社の音楽出版管理代行及び約 20 社の知的財産に関するコンサルティング顧問をされています。ま

た、尚美ミュージックカレッジ専門学校の講師として知的財産に関する講義を行う傍ら、数少ない音楽著作権

を得意とする弁理士として、企業・教育機関向けの知的財産に関するセミナーを随時実施されています。 

講義内容  

 「音楽業界」「ギョーカイ人」「芸能界」。この言葉に皆さんはどのようなイメージをお持ちでしょうか。煌

びやかで摩訶不思議で、日常とは一線を画した世界、ちょっとアヤしい人種が巣くうクリエイティブな世

界・・・そんなイメージかもしれません。 

 実際に、この業界にいる私たちは、アーティストやタレントたちが創り出す世界感を、リアルな形あるコン

テンツにして皆様にお届けすることを生業としています。そこは、著作権をはじめとした知的財産権をフル活

用したビジネスが営まれている世界でもあります。 

 さて、今回は、１月に近畿支部にて行った講演の、第 1.5 弾的な位置づけにてお話をさせて頂きます。 

 前回は著作権と著作隣接権が音楽業界においてどのように息づいているかをお話ししました。この講演で

は、ギョーカイで奮闘する講師が、実体験を交えながら、ご聴講の皆様を、もう一歩踏み込んだ権利ビジネス

の世界へとお連れいたします。 

                              

                              

                              

                              

 


